
 

 

 

１ 非常備消防関係 

 (1) 消防団 

  ア 団員異動状況（令和３年３月３１日現在） 

分 団 数 
団 員 数 

定 員 
入 団 退 団 現 員 

２８ 分 団 １４人 ３０人 ５２３人 ５４４人 

  イ 行事 

    (ｱ) ３月 ７日 米子市消防団・米子消防署合同消防演習（鳥取県消防学校） 

(ｲ) ３月１３日 米子市消防団表彰式（米子市立図書館） 

   （ｳ) 随時  女性消防団員の防火・防災予防広報（自治会、イベント等） 

  ウ 消防団員教育訓練 

   (ｱ) 米子市主催のもの 

    ａ １０月 ４日   消防団水防研修（米子市役所） 

    ｂ １２月 ５日   南部・箕蚊屋・淀江町ブロック無線通信訓練（各分団車庫付近） 

(ｲ) 鳥取県消防学校入校によるもの 

    ａ  ９月１２日   消防団員専科教育・機関科（第５５期） 

ｂ １１月２８日・２９日、１２月 ６日   応急手当普及員講習 

ｃ ２月１３日・１４日   応急手当指導員講習 

エ 報酬及び費用弁償                                （単位：円） 
   階  級 

区  分 
団 長 副団長 分団長 副分団長 部  長 班  長 団  員 

 

報酬年額 82,500 69,000 50,500 45,500 37,000 37,000 36,500 

機関員加算 ポンプ自動車機関員報酬年額        １３，３００ 
可搬ポンプ機関員報酬年額           ７，８００ 

費用弁償 出場、訓練、警戒等  １回につき      ２，８００ 
 
  オ 表彰等（主なもの） 

表 彰 等 の 種 類 階  級 氏  名 

消防庁長官表彰 永年勤続功労章 

副 団 長 吉 田   力 

分 団 長 長 木   正 

分 団 長 稲 倉   隆 

分 団 長 影 谷   悟 

分 団 長 吉 田 俊 夫 

分 団 長 小 西 崇 雄 

分 団 長 桑 本   茂 

分 団 長 井 田 秀 人 

分 団 長 岩 村   茂 

総 務 部 防 災 安 全 課 



表 彰 等 の 種 類 階  級 氏  名 

            

日本消防協会長表彰 

功績章 
副 団 長 野 口 晴 久 

分 団 長 道 下 和香美 

精績章 
分 団 長 田 口 俊 二 

分 団 長 桑 本   茂 

勤続章 

分 団 長 坂 田 浩 一 

分 団 長 福 井 秀 人 

分 団 長 井 田 秀 人 

部  長 森 脇 俊 介 

部  長 伊 澤 博 章 

部  長 柄 川 英 彦 

部  長 山 本 和 美 

班  長 潮   健 一 

班  長 長谷川 俊 一 

班  長 吉 岡 利 治 

団  員 渡 辺 晃 彦 

鳥取県知事表彰 

功労賞 

分 団 長 井 田 秀 人 
分 団 長 岩 村   茂 
分 団 長 田 川 文 男 
分 団 長 坂 田 浩 一 
副分団長 岩 佐 訓 良 
副分団長 堀 尾 道 明 

功積章 

分 団 長 養 藤   繁 

分 団 長 相 野 幸 治 
分 団 長 石 井 浩 一 
副分団長 河 津 幹 夫 
副分団長 深 田 誠 二 
副分団長 山 本 忠 彦 
部  長 金 田 慎 一 
部  長 植 田 省 吾 
班  長 中 西   実 
班  長 宮 下 孝 志 

鳥取県消防協会長表彰 功績章表彰 

副 団 長 和多瀬 泰 行 
副分団長 鷲 見 幸 治 
副分団長 加 藤 春 彦 
副分団長 松 本 利 弘 
副分団長 河 田 幸 治 
部  長 松 下   猛 
部  長 大 谷 英 範 

部  長 島 雄 和 彦 
部  長 松 田 治 昭 
部  長 瀬 尾 英 信 
部  長 八 幡 明 好 
部  長 青 戸 淳 一 



表 彰 等 の 種 類 階  級 氏  名 

鳥取県消防協会長表彰 

功労章 

団  長 杉 尾 繁 樹 
分 団 長 江 原 正 光 
分 団 長 中 本 公 平 

勤続賞 

部  長 松 林 琢 磨 
部  長 長 谷 直 樹 
班  長 本 田 卓 巳 
班  長 木 村 一 彦 
団  員 相 見 康 夫 
団  員 中 村 政 広 
団  員 石 田 正 実 

(2) 消防施設関係 

  ア 消防水利施設整備 

    火災発生時に迅速・的確な消火活動を行うため、上水道消火栓の増設、補修を行った。 

   (ｱ) 上水道消火栓増設 

   (ｲ) 上水道消火栓補修 

  イ 消防団施設等整備 

    米子市消防団県分団車庫の建替えを行った。 

  ウ 消防車両等整備 

      米子市消防団に配備している消防ポンプ自動車のうち、老朽化の著しい車両について、新規購入し更新

した。 

(ｱ) 更新車両 

     米子市消防団春日分団に配備されている車両。 

(ｲ) 規格（型式） ＣＤ－１型．Ａ－２級 

 

２ 防災関係 

(1) 県内統一土砂災害防災訓練 

県と連携した土砂災害に係る情報伝達訓練を実施した。 

  ア 実施日 令和２年６月１日（月） 

  イ 実施場所 防災安全課 

(2) 米子市防災訓練 

職員を対象とした避難所開設訓練及び福祉避難所開設訓練を実施した。 

ア 実施日 令和２年１１月２０日（金）  

イ 実施場所 湊山体育館、介護老人福祉施設博愛苑 

(3) 防災ラジオ事業 

 ア 防災行政無線放送とコミュニティＦＭとの連携 

防災行政無線の放送（公民館が行う地区放送は除く。）を株式会社 DARAZ コミュニティ放送が運営するコ 

ミュニティ FM「DARAZ－FM」を通じて行えるようにシステム整備し、令和３年１月１２日午前９時から連 

携を開始した。これにより、手持ち・市販のラジオでも防災行政無線放送が受信可能な環境が構築された。 

 イ 自動起動機能付きラジオ放送受信機の調達 

(ｱ) 市・単独事業分として 



防災行政無線放送を行った際に自動で電源が入る自動起動機能付きラジオ放送受信機（以下「防災ラ 

ジオ放送受信機」という。）を４，０００台購入した。 

(ｲ) 消防庁・無償貸与事業分として 

消防庁が令和２年度に実施した無償貸与事業により、防災ラジオ放送受信機２５０台の無償貸与を受 

けた。 

 ウ 整備費用 

   防災行政無線放送とコミュニティＦＭとの連携及び防災ラジオ放送受信機４，０００台の購入費用 

   ５１，６８５，７００円 

エ 防災ラジオ放送受信機の貸与事業 

(ｱ) 市・単独事業分（４,０００台） 

自治会（又は自主防災組織）、消防団などに無償貸与するとともに、一般世帯に対する有償貸与（賃貸 

料２，０００円/台）を実施した。なお、一般世帯への有償貸与に当たっては、後期高齢者、重度の障が 

い者などの要配慮者を優先的貸与者として位置づけ、令和３年２月１日から同年２月１９日までの間を 

優先受付期間として貸与の希望者を募集して実施した。 

(ｲ) 消防庁・無償貸与事業分（２５０台） 

地区社会福祉協議会、在宅福祉員の代表者、経済的に困窮する視覚障がい者（１級・２級）などに対 

する無償貸与を実施した。 

 オ 防災ラジオ放送受信機の貸与計画とその状況 

 <令和３年３月３１日時点> 

区分 貸与先 貸与台数 

有償 
一般世帯（優先的貸与） 138 

一般世帯（一般貸与） 0 

無償 

自治会（又は自主防災組織） 414 

消防団 33 

公民館（戸別受信機未設置） 20 

宿直室（淀江支所） 1 

地区社会福祉協議会の代表者 0 

在宅福祉員の地区代表者 0 
経済的に困窮する視覚障がい者（１級・２級） 123 

合 計 729 

 

(4) 自主防災組織の育成 

   地域住民が、それぞれの立場、役割に応じて、隣保共同の精神に基づき自主的な防災活動を行うための自

主防災組織の育成に努めた。 

令和２年度には新たに１３団体が結成され、５団体の解散があり、米子市全体で３４４組織となった。 

  ア 令和２年度新規結成組織 

名称 三本松二区防災会、三旗町防災会、サンライズ蚊屋防災会、大高大本坊防災会、三本松一区防災会、

彦名９区防災会、四日市町防災会、佐陀新町防災会、青木谷防災会、兼久防災会、あすなろ防災会、

大谷団地防災会、吉岡自治会防災会 

(ｱ) 世帯数  １，０２１世帯 

   (ｲ) 助成額  ５５５，４００円 

   



イ 令和２年度自主防災組織育成補助金 交付実績 

   (ｱ) 交付件数   ６０件 

   (ｲ) 交付合計額  １，５８９，０００円 

 

３ 災害関係 

 (1) ４月１３日大雨（４月１３日） 

   米子市災害警戒本部（４月１３日） 

(2) ６月１４日大雨（６月１４日） 

  米子市災害警戒本部（６月１４日） 

(3) ７月２９日大雨（７月２９日） 

  米子市災害警戒本部（７月２９日） 

(4) 台風第１０号（９月６日～９月７日） 

  米子市災害警戒本部（９月６日～７日）  

(5) ９月８日水防警報（中海湖心）大雨（９月８日） 

  米子市災害警戒本部（９月８日） 

(6) ９月１１日大雨（９月１１日） 

  米子市災害警戒本部（９月１１日） 

 

４ 令和２年度７月豪雨に係る支援等 

(1) 義援金 

  本庁舎（総合窓口）、淀江支所地域生活課に義援金箱を設置。（７月２０日から１２月１８日） 

  日本赤十字社に、義援金合計２５，７６３円を送付。 

 

５ 防犯対策関係 

 (1) 米子市防犯協議会総会 

   新型コロナウイルス感染症の影響のため、６月２２日付書面により開催した。 

    会   長  高 野 和 男 （米子市自治連合会長） 

    副 会 長  大 櫃 興 紀 （米子市自治連合会副会長） 

      〃    田 後 良 文 （米子市社会福祉協議会長） 

      〃    福 田 知 浩 （米子市学校校外指導連絡協議会長） 

 (2) 防犯灯設置費等補助金の交付 

   各自治会防犯灯の設置等について助成を行った。 

  ア 新設         ７１基  １，５８２，１７６円 

  イ 光源装置のＬＥＤ化 ２７７基  ２，７６５，０００円 

  ウ 照明器具の取替    １０基     ７０，０００円 

  エ 移設          ４基     ６７，６００円 

 (3) 防犯灯電灯料補助金の交付 

   各自治会防犯灯の電灯料について助成を行った。 

    ５，４８８灯 ６，９５９，０１３円 



６ 水難事故防止対策関係 

 (1) 米子市水難防止協議会総会 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年５月２６日付書面により開催した。 

     会   長  伊 木 隆 司 （米子市長） 

     副 会 長  高 野 和 男 （米子市自治連合会長） 

 (2) 広報用チラシ・ポスターの配布 

  ア 広報用チラシを市内小・中学校、高校、幼稚園、保育園に人数分配布した。 

  イ 広報用ポスターを市内小・中学校、高校、幼稚園、保育園、公民館に掲示した。 

 

７ 米子市防災会議 

  米子市地域防災計画及び広域住民避難計画の修正について審議し、計画を見直した。 

(1) 開催日  令和２年７月２７日（月） 

 (2) 開催場所 市役所本庁舎４０１会議室 

 

８ 原子力防災関係 

(1) 防災訓練の実施 

万が一島根原子力発電所において緊急事態が発生した場合に、住民避難を迅速かつ的確に実施し、住民の

生命、身体等を保護する目的で、鳥取県、島根県、島根原発関係市及び関係機関と合同で、原子力発電所事

故の通報を受けた後の初動対応訓練及び自家用車を使った住民避難訓練を実施した。 

 ア 船舶を利用した避難訓練 

 (ｱ) 開催日 令和２年８月９日（日） 

 (ｲ) 参加者 訓練担当職員１人 

イ 初動対応訓練 

 (ｱ) 開催日 令和２年１０月２８日（水） 

 (ｲ) 会場 市役所本庁舎第２応接室 

ウ 住民避難訓練 

 (ｱ) 開催日 令和２年１０月３１日（土） 

 (ｲ) 参加地区 和田地区 

 (ｳ) 参加者 住民約３０人 

エ 避難先及び避難経路確認訓練 

  実施なし 

(2) 原子力防災講演会の開催 

 ア 開催日 令和２年９月６日（日） 

 イ 会場 米子市福祉保健総合センター中会議室 

ウ 講師 東京都市大学工学部原子力研究所 客員准教授 岡田 往子 氏 

 (3) 米子市原子力発電所環境安全対策協議会の開催 

   島根原子力発電所の安全対策等を把握し、市民の安全及び健康の確保に資するため、各種の団体職員及び

公募により選定した団体の構成員などで協議会を開催している。令和２年度は、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大を受け、資料送付及び書面による質疑応答を行った。 

  ア 資料送付日 令和３年１月１４日（木） 


